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受賞(研究)内容詳細 

＜背景＞理工学部 電気電子工学科 笠原研究室では、2018
年 4月の発足以降、電気化学発光(ECL)素子の高性能化を追
究してきました。 
ECLは有機半導体分子の酸化還元反応を利用した発光現象
であり、近年新たな形態のディスプレイへの応用が注目され
ています。素子は発光性溶液を 2枚の電極で挟むだけで容易
に作製でき、溶液は、主に単一種類の分子を有機溶媒に溶解
し調製されてきました。しかし、単一系では、十分な発光強
度が得られないという課題がありました。2023年に笠原研
では、発光補助ドーパント(酸化還元メディエータ)を用いた
独自の混合系溶液を提案し、黄色および赤色 ECL素子の性能
向上を実証してきました(Electrochemistry, 91, 047002 
(2023), 92, 027004 (2024),  93, 027015 (2025)）。 
 
＜受賞①＞会員数 18,414名(令和 6年 3月 31日時点)の電気
学会の会誌へ、解説記事を執筆する機会をいただき、上記成
果を中心に紹介したところ、笠原研で試作した ECL素子が会
誌の表紙を飾りました。法政大学の研究力が多くの読者の目
に触れる機会となりました。 
 
＜受賞②＞黄色や赤色と比べ、緑色の光は波長が短く（エネ
ルギーが高く）、ECL研究では赤色系素子と比べると、緑色
素子の開発は十分に行われていませんでした。そこで、笠原
研がこれまで発展させてきた混合系溶液が、よりエネルギー
の高い緑色素子にも適用可能か検証しました。 
9,10-アントラセンジアミン誘導体(TTPA)を発光性分子と
して用い、スチルベン誘導体(TOP-HTM-α1)を酸化還元メデ
ィエータとした新規溶液を調製し、その発光特性を評価しま
した(図 1)。その結果、これまで報告されている中で最も優
れた特性が得られました(最大輝度：191 cd m-2、最大電流
効率：1.96 cd A-1)。本成果を学術誌 Electrochemistryで
発表したところ、Editor’s Choiceに選出され、Vol.94(2)
の表紙を飾ることとなりました。 
 
＜今後の展望＞ECL素子のさらなる性能向上および励起状態
分子の生成過程の解析を進めるとともに、出口を見据えた応
用研究も強化していく予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 新規緑色 ECL素子の発光特性と写真 
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